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平成 29年第 4回定例 

夕 張 市 議 会 会 議 録  

平成 29年 12月 8日(金曜日) 

午前 10時 30分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 一般質問 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（9名） 

 大 山 修 二 君 

 高 間 澄 子 君 

 本 田 靖 人 君 

 小 林 尚 文 君 

厚 谷   司 君 

 今 川 和 哉 君 

 熊 谷 桂 子 君 

 君 島 孝 夫 君 

 千 葉   勝 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（0名） 

――――――――――――――――――――――― 

午前１０時３０分 開議 

●議長 厚谷 司君  これより、平成 29 年第 4

回定例夕張市議会第 2日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の出席議員数は 9名、

全員であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第 125条の規定により 

本田議員 

小林議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  この際、事務局長から諸般

の報告をいたします。 

●事務局長 木村卓也君  報告いたします。 

 本定例市議会の出席者につきましては、さきに報

告のとおりであります。 

 以上で報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      鈴 木 直 道 君 

 教育長     今     勉 君 

 選挙管理委員会委員長 

         佐 藤 憲 道 君 

 農業委員会会長 後 藤 敏 一 君 

 監査委員    板 谷 信 男 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 理事      齋 藤 幹 夫 君 

 理事      富 山 高 明 君 

 総務課長    寺 江 和 俊 君 

 企画課長    冨 永 啓 治 君 

 財政課長    芝 木 誠 二 君 

 税務課長    池 下   充 君 

 建設課長    鈴 木 茂 徳 君 

 土木水道課長  熊 谷   修 君 

 産業振興課長  古 村 賢 一 君 

市民課長    及 川 憲 仁 君 

 保健福祉課長  平 塚 浩 一 君 

 生活福祉課長兼福祉事務所長 

         菅 谷 雅 之 君 

 消防長     増 井 佳 紀 君 

 消防次長    石 黒 友 幹 君 

◎教育委員会教育長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

教育課長    押野見 正 浩 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    寺 江 和 俊 君 

◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    武 藤 俊 昭 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    木 村 卓 也 君 

◎本議会の書記の職・氏名 
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 事務局長    木 村 卓 也 君 

 主査      永 澤 直 喜 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 厚谷 司君  日程第 1、これより、昨日

に引き続き一般質問を行います。 

 本日の質問者は、大山議員、本田議員であります。 

 それでは、大山議員の質問を許します。 

 大山議員。 

●大山修二君（登壇）  大山修二でございます。 

通告に従いまして質問をいたしますので、よろし

くお願いをいたします。 

 初めに、今年度新たな財政再生計画によりスター

トして 7カ月余りが経過したところであります。そ

の中で、持続可能なまちづくりや若者の定住と子育

て支援、そして地域資源を活用した働く場所づくり

等々、さまざまな政策が実施されているところでご

ざいます。 

 そこで、通告しております林業振興についてお伺

いをいたします。 

 私ども市議会 9名は、現在森林・林業・林産業活

性化地方議員連盟に所属しているところですが、こ

の連盟は全国で組織されており、森林資源の環境保

全や資源の循環利用について取り組んでいるところ

でございます。夕張市の約 90％は森林であり、その

面積は 6万 9,000ヘクタール余りで、全国 1,743市

区町村のうち 54位と、森林資源に大変恵まれた環境

にあるわけでございます。 

 その多くは国有林でありますが、夕張市が所有す

る市有林も 3,000ヘクタール余りであり、これは空

知管内の 24 市町有林では一番大きな面積となって

おります。この約 3,000ヘクタールの市有林のうち、

人の手で植えられた人工林と、自然に成立した自然

林との割合はおよそ半分半分であり、人工林のうち、

カラマツ林が 844ヘクタールを占めております。北

海道的には、カラマツよりトドマツのほうが多いよ

うですが、市有林ではカラマツが全面積 28パーセン

トを占めている状況であります。 

 カラマツ林の多くは、もともと観光会社が所有し

ていた山林であり、炭鉱の坑道を支える坑木用とし

て植栽されたものであり、炭鉱が盛んだった時代に

は大量に必要とされていたカラマツですが、炭鉱の

衰退とともにカラマツ林は当初の用途を失ったとこ

ろであります。夕張市は、古くから炭鉱の開発が進

められたことにより、カラマツが植えられた時期も

古く、大部分が植えてから 60年を越えており、ほか

の市町村と比較して高齢のカラマツ林が多いという

ことであります。 

 先日、産業振興課農林係にカラマツについてヒア

リングをしたところ、植えてから長期間経過してい

ることから資源としては充実しており、建築用材と

して道内の製材工場に、また本州の集成材工場向け

にも出荷されているという状況であります。 

 一方で、大きな課題もあり、近年ネズミの食害に

より、樹齢 60年を越えるカラマツが枯れてしまう事

例が多数発生しているということであります。これ

は、ネズミが冬期間、食糧不足のため雪の下で根元

の樹皮を剝いで、樹皮の内側の糖分が含まれる甘い

部分を食べ、周囲を食べられてしまうと養分や水分

を吸い上げることができなくなり枯れてしまうとい

うことであります。こうした状況から、農林係では

積極的にカラマツを活用する方針をとっている、こ

のように伺っております。 

 カラマツを積極的に活用するということは、伐採

跡地が発生することになります。この伐採跡地の活

用につきましては、11月 5日付の新聞報道にもあり

ましたが、夕張市では漢方薬としての利用が見込ま

れます。キハダなどの薬用樹木、一般的に薬木と言っ

ておりますが、これを新たな地域産業資源として位

置づけ、カラマツ伐採跡地に植栽し、薬木生産日本

一を目指していると伺っております。 

 そこで、１点目の質問でありますが、この薬木の 
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植栽事業は平成 27年にスタートしており、議会とし

ても行政常任委員会で視察を行ったところでありま

す。現在の植栽地域は、降雪量も多く、その雪害に

ついての状況をお伺いいたします。 

 また、この地域は山林であることから、鳥獣の被

害についてもあわせてお伺いをいたします。 

 次に、この植栽事業のスタート時の事業費につい

ては、内閣府の地方創生交付金を活用したものと認

識しております。ただ、今後日本一の薬木生産地を

目指すということであれば、来年度以降植栽地を拡

大していくものと考えますが、植栽地域等、今後の

具体的な方針についてお伺いをいたします。 

 次に、この事業につきましては、農林水産省にお

いても成長分野として位置づけ、薬用植物の国産化

を重視していることから、他の地域でも薬木の生産

に取り組んでいるものと思いますが、薬木生産日本

一を目指している夕張市として、道内外の状況を把

握しているのか。現時点で把握しているものについ

てお伺いをいたします。 

 次に、この事業を継続していく上で課題も見えて

くると思いますが、現時点の課題をお伺いいたしま

す。 

 次に、木質バイオマスエネルギーでありますが、

夕張市は森林面積が先ほど申し上げたとおり、全国

54位でありますが、その一方で千葉大学の倉阪研究

室が持続可能な多世代共創社会のデザインプロジェ

クトで作成した未来カルテによりますと、再生可能

な地域エネルギーの自給率では、平成 28年 3月現在

で全国 1,701位と、ワーストに近い状況にあります。

再生可能な地域エネルギーとしては太陽光、風力、

小水力などに加え、木質バイオマスがあるわけです

が、夕張市ではこれを活用した再生可能エネルギー

の利用が全く進んでいない状況にあります。 

 私は、将来的にこの豊富な森林資源を活用し、再

生可能なエネルギーを生み出し、市内に供給するこ

とができるとしたら、夕張市にとっても大変有意義

なことではないかと考えておりますが、このことに

ついて市長のお考えをお伺いをいたします。 

 以上、林業振興の 5点についてご答弁よろしくお

願いをいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君（登壇）  大山議員の林業振

興についてのご質問にお答えをいたします。 

 まず初めに、薬木植栽事業における雪害や鳥獣に

よる被害についてでありますが、平成 27年度に事業

を開始するに当たり、まず懸念されたのはエゾジカ

や野ネズミによる食害であります。そこで、鳥獣に

より食害対策として、植栽した苗木を植生保護管と

呼ばれる筒で覆うことにより、苗木の食害を防ぐ方

法をとったところであります。植栽から 2年以上経

過いたしましたが、鳥獣による被害は受けておりま

せん。 

 また、もう一つは雪害であります。雪害は 2種類

あり、一つは雪圧で上からの雪の重みにより押しつ

ぶされる被害。もう一つは、グライドと呼ばれるも

ので、斜面の積雪がゆっくりと斜面下方向に移動し、

苗木が倒される被害であります。雪圧対策につきま

しては、植生保護管の高さを想定される最大積雪深

よりも高くすることで対応しております。 

 また、グライド対策につきましては、グライドが

発生しづらい緩やかな斜面に限定して薬木を植栽す

ることで対応をしております。こうした対策を施し

たことにより、これまで雪による被害は受けており

ません。 

 一方、当初想定していなかった被害としては、植

生保護管が強風を受けて傾く倒伏が発生しておりま

す。現在は、強風のたびに職員の手により立て直し

作業を行っておりますが、本年 4月下旬の強風の際

は、これまでにない規模の 1,000本近い苗木が傾い

てしまい、この修復作業につきましては、平成 27

年度からご協力をいただいております地元業者によ

り行っていただいたところであります。 

 次に、薬木植栽事業の現在までの過程と今後の具

体的な取り組みについてでありますが、平成 27年度

に内閣府の地域活性化地域住民生活等緊急支援交付

金、こちらを活用いたしまして 7ヘクタールの面積
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にキハダを 4,000本、同じく 7ヘクタールにホオノ

キを 4,000本植栽しております。ホオノキの植栽規

模は、植栽時点で日本一となっております。 

 今後の予定でございますが、来年度 8ヘクタール

に企業版ふるさと納税を活用してキハダを 1万本植

栽する予定であります。また、平成 31年度には、キ

ハダの植栽面積 21ヘクタールを実現し、植栽規模日

本一を目指してまいりたいと考えております。 

 次に、道内外市町村での薬木植栽事業の実施状況

についてでありますが、本市が植栽したキハダとホ

オノキの 2種類に限った状況についてでありますが、

道内では芦別市が市有林にキハダを 2,000本植栽し

ていると聞いております。また本年、陸別町でも地

域おこし協力隊の発案で町有地に 200本のキハダを

植栽したと聞いております。道外では、島根県の美

郷町が 35カ所、合計 18ヘクタールでキハダを植栽

しており、市町村別での植栽面積が日本一の規模と

なっております。 

 ホオノキにつきましては、植栽事例が少なく、現

時点で統計に記載されているのは夕張市と長野県の

伊那市のみであり、伊那市の植栽規模は 0.1 ヘク

タールと小規模なものとなっております。 

 次に、薬木植栽事業の今後の課題についてであり

ますが、薬木のキハダ及びホオノキについて、夕張

市の環境に適合する品種を明らかにすることなどを

目的として、本年 1月 20日に現在の国立研究開発法

人森林研究整備機構と覚書を取り交わし、今後の植

栽に生かすための共同試験を開始したところであり

ます。また、薬木植栽日本一に向けて、引き続き財

源確保にも努めてまいりたいと考えております。 

 次に、木質バイオエネルギーなど、森林資源を活

用した再生可能エネルギーの創出についてのご質問

にお答えをいたします。 

 本市は、豊富な森林資源を有しており、この資源

を活用するため、本年度、林野庁が実施する地域内

エコシステム構築事業に応募し採択され、事業を実

施しているところであります。この事業の中で、バ

イオマスエネルギー導入に向けた実現可能性調査が

現在行われておりますが、この調査は原料となる木

材の生産、燃料チップの生産、燃料チップを熱源と

して利用する施設、これらを夕張市内で完結させる

ことが可能なのか、採算面やコスト面などから調査

するものであります。今後、再生可能エネルギー導

入の可能性について、調査終了後引き続き検討して

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  ご答弁ありがとうございました。 

 植生保護管の活用で雪害、鳥獣被害等がないとい

うことでありましたが、風の被害があったようです

が、夕張市にとって大切な財産であります薬木であ

りますから、今後も継続してその対応をお願いした

いというふうに思います。 

 続けて、今後の具体的な方針についてですが、い

ろいろと答弁いただきましたが、来年度までにキハ

ダ 1万 4,000本、そして 31年度には植栽面積を 21

ヘクタールに拡大する予定ということでありました

が、今後この事業を拡大していくに当たって、その

植栽地域の候補として、市有林だけでいいのか。そ

れとも市有林以外の土地を求めるのか、現時点での

お考えをお伺いいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 市有林には、まだ植栽の適地がございますので、

現時点では市有林で今後も展開していきたいなとい

うふうに考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  まだ市有林に適地があるというこ

とでしたが、植栽地の選定に当たっては山林であれ

ばどこでもいいということではないようですので、

十分検討しながら植栽地の確保のお願いをしたいと

思います。 

 続いて、道内外の状況についてですが、道内では
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芦別、陸別と植栽しているようですけれども、現在

日本一と言われているのが美郷町、18ヘクタールと

いうことでございますが、夕張市は 31年度、予定で

すけれども 21 ヘクタールということで考えている

ようですが、これは面積、本数の日本一だけではな

く、この薬木の植栽地を活用した地域振興も考えら

れるのではないかというふうに思いますが、市長の

お考えはいかがでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

いたします。 

 地域振興の観点から、そういった薬木植栽地の活

用についての再質問かと思いますけれども、福住に

あります薬木植栽地のほかに、本年 10月 21日、こ

れは新聞報道でも出ていましたけれども、日吉で北

洋銀行創立 100周年を記念した植樹祭が行われまし

て、市有地にキハダ 750本を植栽したところであり

ます。今後、北洋銀行ほっくーの森ということでご

ざいまして、関係者の皆様が毎年ご訪問されるとい

うような取り組みも現在進んでいるところでありま

す。今後も、こういった薬木植栽地や、産業にかか

わる資源というのがほかにも石炭博物館ですとか、

さまざまなものがございますので、そういったもの

も活用させていただきながら、交流人口の拡大とい

う意味でも活用が図っていけたらと考えています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  ありがとうございます。 

 これは、総合戦略にも交流人口の増加というのが

うたわれておりますので、ほっくーの森ですか、こ

れらも含め、地域振興についてもよろしくお願いを

したいと思います。 

 次に、この事業についてでありますが、雇用の創

出、これはどのようになっているのかお伺いいたし

ます。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 平成28年3月に策定をいたしました地方版総合戦

略、この中におきまして、森林資源のフル活用を進

めることにより、新たな雇用を創出することを掲げ

ております。平成 31年度までに林業、木材産業にお

いて 3名の新規雇用を創出することを達成目標、Ｋ

ＰＩとして設定をしております。現時点での状況で

ございますが、市内の林業事業体が新たに 1名の方

を追加し雇用したというふうに聞いておりますこと

から、現在はそういった成果が出てきているという

ところでございます。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  この植栽事業は、夕張市における

雇用機会の増大にもつながるということですので、

今後とも継続して、さらには拡大して日本一を目指

していただきたいというふうに思います。 

 そこで、この植栽事業拡大を継続していく中で、

現在林業の技術職員が 1名でありますが、この事業

で日本一を目指すということであれば、技術職員の

補充が不可欠ではないかというふうに思いますが、

いかがでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 これは全般的にも言えることでございますが、限

られた職員体制の中でありますけれども、そういっ

た技術継承を行っていけるよう、今後もしっかり努

めてまいりたいと考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  技術職員の補充につきましても、

今後検討していただきますようよろしくお願いをい

たします。 

 次に、この事業を継続していく中での課題も見え

てくると思いますが、いかがでしょうか。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 
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 薬木植栽事業の課題については、本質でお答えを

したとおりでございますけれども、さまざまな時間

のかかるもの、また常時発生したものに対応してい

くもの、大きく二つあると思います。先ほど再質問

で触れていただきました雪害、食害、また強風によ

る被害、こういったものに随時対応していくこと。

また、国立研究開発法人 森林研究・整備機構と覚

書を交わした旨、本質の答弁で触れさせていただき

ましたけれども、こういった夕張に合う、そういっ

た苗木または種別、そういったものを研究していく、

このことに関して言うと時間がかかります。ですか

ら、今植栽しているものと同時進行で、さらにより

夕張という土地の中で効率的なものがないか、こう

いったことも同時に研究をしていくところでござい

ます。 

 こういった課題はさまざまございますが、日本一

を目指して取り組みを前進させてまいりたいと考え

ております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  わかりました。 

 財源確保については、国の造林事業に対する補助

や、30年度で予定しています企業版ふるさと納税等、

今後さまざまな制度の活用で、この事業の財源確保

を検討していただきたいというふうに思います。 

 次に、木質バイオマスエネルギーについてであり

ますが、現在、バイオマスエネルギーとしての導入

の可能性調査を実施しているということでしたが、

その結果が夕張市にとって有意義だというふうに

なった場合、その活用については公共施設や民間企

業の施設等さまざまあるわけですが、市としてはど

のような施設での活用を想定しているのかお伺いい

たします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 まだ現時点で調査段階でございます。林野庁のま

ず一つはそういったメニュー。また、環境省のそう

いった調査事業。こういったものの結果を踏まえて

検討をさらに進めていくことになるかと思いますが、

市といたしまして公共施設、市が所管している施設

になりますので、そういった施設での活用を当然想

定をしていくわけであります。 

 また、民間施設も含めて、エネルギーが地域でど

う効率的に使われ完結をしていくのか。こういった

視点でもものを捉えていかなければならないという

ふうに考えております。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  活用については公共施設を考えて

いるということでありますし、林野庁、環境省の事

業で具体的な調査を行っているということでありま

すが、もう 1点、この事業について 9月 15日付けで

新聞報道があったのですが、その中で市は木材関連

業者などで構成する協議会を設置して、導入する場

合の課題等についての意見を求める考えだというふ

うにありましたが、現在この協議会についてはどの

ような状況にあるのかお伺いをいたします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  大山議員の再質問にお答え

をいたします。 

 ご指摘の協議会についてでございますが、市民団

体、商工団体、林業事業体、木材関連工場のほか、

空知総合振興局、空知森林管理署など、林業の専門

家にオブザーバーとして参加をしていただきまして、

本年9月19日に夕張市木質バイオマスエネルギーに

よる地域熱利用検討協議会を設置したところであり

ます。 

 協議会では木質バイオマスを熱エネルギーとして

利用するに当たって、さまざまな立場からご意見を

いただく場として 9月 19日設立同日と、10月 20日

の既に 2回、協議会を開催し、現在に至っていると

ころであります。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

大山議員。 

●大山修二君  もう既に協議会は動き出している
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ということでありますが、この事業は夕張市の特性

を生かした森林資源を活用することにより、その効

果が夕張市に還元されるということになります。大

変いいことだと思います。今後、この事業に期待を

していきたいというふうに思います。 

 いずれにいたしましても、これから先、これらの

事業を実施し、そしてその他の政策もあわせて実施

することにより、夕張市が明るい未来へ向かってい

くものと思っております。私自身、今後さまざまな

つながりの中で、地域の再生に向け活動していきた

いと、このことを申し上げ、私の質問を終わらせて

いただきます。 

 ありがとうございました。 

●議長 厚谷 司君  以上で、大山議員の質問を

終わります。 

次に、本田議員の質問を許します。 

本田議員。 

●本田靖人君（登壇）  本田靖人でございます。 

通告に従い、行政執行体制について質問させてい

ただきます。 

 財政再生計画の抜本的見直し以降、市民税及び軽

自動車税の見直しなどによる市民負担の軽減、そし

て拠点複合施設や認定こども園の建設計画が進むな

ど、実質的な再生団体からの脱却を体感できるよう

になってきたというふうに感じております。 

 こうした夕張再生の息吹を体感できるようになっ

てきた影には、市職員の皆様の不断の努力があるこ

とを私は承知しております。改めて敬意を表すとと

もに感謝申し上げたいと思います。 

 さて、本市の財政再建と地域再生の両立という挑

戦において、その牽引役となる市職員の皆さんが果

たす役割はとても重要であることは言うまでもあり

ません。 

 そこで、今後の職員体制について 4点お聞きした

いと思います。 

 第 1に、平成 30年 4月 1日採用予定の職員採用試

験への応募状況及び受験状況について伺います。 

 財政再生計画における職員の次年度採用予定数は、

8 名となっております。採用試験については第一次

試験を 10月 27日までに筆記試験及び面接試験を実

施され、現在は二次試験を実施しているところであ

るというふうにお聞きしております。採用試験に応

募された人数と、実際に受験された人数について伺

います。また、現在実施されている第二次試験の今

後のスケジュールについて伺います。 

第 2に、臨時職員や嘱託職員といった非正規職員

の募集状況について伺います。 

広報ゆうばり 12月号にも、非正規職員の募集記事

が掲載されておりましたが、本市では現在、給食調

理員と学童クラブ指導員について数名の募集をして

おります。給食調理員については、数カ月前から長

期間にわたり継続して募集をしており、市の求める

人材がスムーズに確保できていない状況にあると言

えます。 

また、学童クラブ指導員の募集を担当されている

職員の方にお話をお伺いしたところ、募集に関する

問い合わせすら入っていない状況であるということ

でありました。学童クラブは清水沢と若菜の 2カ所

に設置されており、本来であれば各クラブ 2名の指

導員が配置されているところ、現在の状況は 1名が

退職、1名が病欠により 2名の欠員となっているた

め、一時的に若菜を閉鎖し、清水沢の 1カ所で運営

しているとのことでした。定員 25 名のところ、24

名が現在利用されている状況であるということであ

りますが、冬休み等の長期休業の際には利用者がふ

える傾向にあるため、定員オーバーとなる可能性の

あることが懸念されています。 

こうした人材確保において苦慮されている原因と

対策について、市長の見解を伺います。 

第 3に、来年度の派遣職員の確保の見通しについ

て伺います。 

本年第 1回定例会においても質問いたしましたが、

派遣職員に頼らない行政体制を 1年でも早く整備す

る必要があるものの、残念ながら現状ではいまだに

派遣職員に頼らざるを得ない状況であるといえるの

ではないでしょうか。 
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そこで、来年度の派遣職員の確保の見通しについ

て伺います。 

第 4に、職員体制の今後の課題について伺います。 

これまでの 3点は、主に人材の確保についてお聞

きしているものでありますが、既に勤務されている

職員の皆さんの体制についてお伺いします。 

皆さんご存知のとおり、本市が財政再建団体とな

るタイミングで、職員が大量退職いたしました。そ

の後も、この 10年の間に中堅職員を中心に途中退職

される方が多くいらっしゃいました。また、財政再

建計画により、新規採用を極端に抑えざるを得ない

時期があり、特に平成 19年度から平成 21年度まで

の 3年間は、採用試験を実施することができません

でした。こうした要因により、職員の年齢構成にひ

ずみが生じてしまいました。ことし 8月 1日現在の

消防職員を除く市職員の年齢構成を見てみますと、

104名のうち 30名が 50歳以上となっております。

つまり、全体の約 3割がこの 10年以内に退職を迎え

る状況になっていると言えます。 

そこで、今後の職員体制における課題について、

どのように考えているのか。また、その対策として

どのようなことをお考えになっているのか市長の見

解を伺います。 

次に、市役所業務のアウトソーシングに関する検

討状況について伺います。 

平成 28年第 4回定例会において、同様の趣旨の質

問をさせていただいた際には、守秘義務を貫徹しな

ければならない業務以外については、検討を進めて

いかなければならないといったお考えの答弁があり

ました。実際に、本年 4月からスポーツ施設の運営

及び維持管理業務については、ＮＰＯ法人夕張市体

育協会に指定管理をお願いするなど、業務のアウト

ソーシングにおける実績も挙げられております。戸

数の多い市営住宅の管理業務などについては、アウ

トソーシング可能であるのではないか等の検討もさ

れてきているようでありますが、その後の検討状況

について伺います。 

以上、ご答弁のほどよろしくお願いします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の行政執行体制に

ついてのご質問にお答えをいたします。 

 本年 3月に総務大臣の同意を得た財政再生計画の

変更では、今後の行政運営を見据えた体制のあり方

についても議論をし、職員の採用について計画性を

もって実行できることとなったところであります。 

 しかしながら、本年度採用に向けて現在手続を進

めているところでございまして、詳細な人数等につ

いては答えることを差し控えたいというふうに思い

ますが、受験者数の数において言えば例年より大幅

に減少しており、必要職員数の確保はもとより、将

来に向けての安定的な体制確保のためにも現在、そ

の対応策を検討しているところであります。 

受験者数が少ない要因はさまざまなものが考えら

れますが、まず就職戦線が売り手市場へと移行して

きていることが挙げられます。また、本市の現状に

ついて、インターネットなどでは職員給与の削減率

が 10年前と今も同じであるかのような表現や、日常

生活における不便さなどについて誤認されやすい情

報も散見されております。 

このような事例に対し、正しい現状を伝え、受験

を希望する皆様にも安心感を与えるような取り組み

を進めるべく、準備をしているところであります。 

一方、派遣職員にあっては、本年度において 21

名の派遣職員の皆様が在籍をしておりますが、来年

度に当たっても、本年度と同程度の数を確保できる

よう努めてまいります。将来的には派遣職員に頼る

ことのない自立した行政運営を可能とする体制づく

りが重要であることから、財政再生計画の見直しに

よる行政執行体制の確保がしっかりと図られるよう、

さまざまな努力を傾けていく所存であります。 

なお、ご質問の中でございました給食調理員及び

学童保育指導員の募集状況につきましては、教育長

より答弁をさせていただきたいと思います。 

次に、業務のアウトソーシングについてでござい

ますが、本年 10月に実施した行政機構の改編に伴い、

分野ごとに検討を進めることとしておりますが、当
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面、市営住宅の入居、退去に係る事務や修繕等の対

応についてアウトソーシングが可能か、課内検討を

指示したところであります。 

いずれにいたしましても、効率的な業務の遂行と

経費の削減は引き続き行っていかなければなりませ

ん。その中で、行政として守るべき職種や職場はしっ

かりと堅持していくことを改めて明らかにさせてい

ただきたいというふうに思います。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 今 勉君  本田議員の給食調理員及び

学童保育指導員の募集状況についてのご質問にお答

えをいたします。 

 給食調理員につきましては、本年 7月よりハロー

ワーク、市広報、小中高等学校への募集チラシの配

付。そして、人的ネットワーク等々さまざまな方法

で募集をしてまいりましたが、現段階で必要な人員

を確保できていない状況にございます。 

 また、学童保育指導員につきましても同様に、4

月よりハローワーク、市広報、募集チラシの配付等

を行ってきてございましたが、残念ながら募集がな

く、人員を確保することができていない状況にござ

います。 

 今後の具体的な対応策といたしまして、給食調理

員についてでございますが、学校給食は子どもたち

の食育を行っていく上で必要不可欠なものでござい

ます。本年 4月に給食調理員の 65歳定年制度を設け

まして、調理員の皆様方にもご理解、ご承知をいた

だいたところでございます。 

 しかしながら、さまざまな手法により募集を行っ

てきておりましたが、なかなか申し込みがない状況

でございます。給食提供を一度でも停止することが

あってはならないため、65歳定年を一旦凍結するこ

ととし、対象者に継続雇用の打診を行い、当面の調

理員の確保を行ってまいりたいと思います。 

 また、学童保育指導員の募集につきましては、今

月中に札幌の大学、短大、専門学校等、学童保育に

かかわる学部、学科を持っている大学、学校等は 20

数校ございますので、募集の広報等を掲示してもら

いながら依頼し、市外からも積極的に募集の準備を

進めているところでございます。 

 いずれにいたしましても、市民の皆様のニーズ等

をしっかりと考慮し、多様な働き方の提供を行いな

がら、今後も人材確保に向けて一層努力をしていき

たいというふうに思っています。 

 以上でございます。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  まず、給食の調理員の件について

再質問させていただきます。 

 先ほどご答弁の中で、どうしても人が集まらない、

採用に至っていないということから、65歳定年制度

を設けてから間もない現状ではありますが、この部

分を 1回取りやめて、的を広げて募集を広げている

ということ、募集をかけているということで、私と

しましても、少しでも多くの方に応募していただく

ために、それは一つの得策であるというふうに考え

るところでありますが、見方を変えますと、これは

人がなかなか集まらないということに対して、課題

の先延ばしになり得るのではないかなというふうに

思います。というのは、先ほどご答弁の中にありま

したように、給食は絶対にとめてはならないという

ことで、そこを死守しようということでやられてい

るということで、これも当然私も賛同できるのであ

りますが、仮に今の給食をとめさせないために年齢

幅を広げて職員、臨時職員の方を募集して、仮に例

えば 70 歳の方が手を挙げていただいて採用できた

ということで働いていただくということが、まず今

の現時点では子どもたちの幸せにつながるというふ

うに考えるところではありますが、これは継続して

年齢層の若い方の募集ができない限り、また数年後

に職員が足りないというような課題が繰り返し生ま

れてくるということが考えられると思うのですが、

その辺については教育長としてはどのようにお考え

でしょうか。 

●議長 厚谷 司君  教育長。 

●教育長 今 勉君  本田議員の再質問にお答え
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いたします。 

 65 歳定年制度という形を設けましたその観点か

ら言いますと、市民の広く公平性、またいろいろな

年齢が高くなるにつれて、ミスも多少多くなってい

くといったようなことから、食の安心安全というこ

とを考慮いたしますと、その点については十分私た

ちとしては対処していかなければいけない。ただ、

ご高齢になられても、その辺がしっかりとクリアで

きるような方もいらっしゃいますので、その辺は状

況を見ながらということになりますが、基本的に今

65歳という定年制を設けておりますので、当面この

形の年齢は保持しながら、維持しながら、ただいらっ

しゃらないというような実情があれば凍結をしなが

ら、現状をきちんと考察をした上で対応していかな

ければいけないというふうに思っています。 

 ただ、私たちの求人雇用というところにも、若干

市民のニーズに応えていないというところがあると

思います。それは、今までは 1日雇用という形で対

応をさせていただいたところでございましたが、そ

れを午前午後という時間を区切って応募いたしまし

たところ、1名が出てきたということでございます。 

 ですから、それが働き方の対応策、住民のニーズ

ということを考えますと、1時間 2時間といったよ

うな対応策も今後練っていかなければいけないとい

うふうに考えております。いずれにせよ働く、そこ

に調理で働いている方もいらっしゃると思いますの

で、その方たちのご意向もしっかりと配慮した上で、

対応していかなければいけないというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  今、教育長からご答弁ありました

ように、働いていただく方策、働き方を見直してい

く必要もあるのではないかというところで、具体的

な案についての言及はここでは避けたいと思います

が、考え方としては私も必要だというふうに考えて

いるところであります。 

 市長にお伺いをしたいのですが、今、給食調理員

ですとか学童クラブの指導員のお話については、こ

れはたまたま、今この時点で表にあらわれている課

題の一つということだと私は考えています。先ほど、

本質の中でも挙げさせていただきましたが、正規職

員、市の職員の年齢構成からいきましても、先ほど

言ったようにこの 10年間、これから先 10年間で約

3 割の市の職員の方が退職を迎えることになりつつ

あるということで、先ほど大山議員の質問の中で技

術の継承もきちんとしていくことで対応したいとい

うお話がございましたが、技術職以外の事務職の方

といいますか、一般の市の職員の方におかれまして

も、さまざまな業務知識ですとか体験、経験を積む

という場は非常に必要だと思うのですが、今限られ

た職員体制の中で、今まで多くの人数でやっていた

仕事を今 104名の職員の皆さんで何とか、派遣職員

の皆さんのお力もかりながらやっているという、こ

の状況の中で、きちんと技術継承といいますか、仕

事のやり方を伝えていくことができるのだろうかと

いう懸念もあると思うのですが、市長のお考えをそ

の辺お伺いしたいと思います。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

いたします。 

 技術継承、技術系職員以外もやはり豊富な経験知

識を有する、そういった職員が今後 5年くらいの中

で結構退職をしていく部分があります。これはまさ

に、財政破綻直後に起きました一斉退職のある種の

後遺症を引きずるような形で、そのときに管理職に

なられたような方々が、ある意味では、またまとまっ

てそういった退職の時期を迎えていくということで

あります。 

 こういった数字も横目でしっかり見ながら、我々

は財政再生計画の抜本的な見直しの中で、職員採用

を一定程度計画的にできるようになったということ

もございます。先ほど質問の中で触れていただいた

ように、そういった採用計画ができたにもかかわら

ず、なかなか従前と比較したときに多くの方にご希
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望いただけない、受験していただけない、こういう

状況が現状であります。 

 ですので、まずはその人材確保に関して、しっか

り各職種、職場において安心して働くことができる

環境、これが極めて重要でありまして、それは技術

継承をしっかり図っていく観点でも、例えば年齢層、

経験者採用とかも新たに我々は取り組みを進めてい

ます。ただ、そういった部分でも、30代の年齢層が

やはり少ないのですけれども、そういう方々の受験

が残念ながらなかったりだとか、また希望はあった

けれども、なかなか進んでいかなかったりという部

分がありますから、やはり原点はそういった安心し

て働くことができる環境をつくっていく。その中で

安心感を与えて、しっかりとそういった年齢におけ

るそういったいびつな構造、または計画的に採用が

していける状況をいかにしてつくっていくかという

ことが、極めて重要になるのだろうというふうに

思っております。 

 先ほどの答弁の中でも、来年度当初の採用見込み

については具体的な数字は申し上げられないと申し

上げたわけでございますが、その部分についても、

今まさに努力を続けているところでございますので、

しっかりとそういった計画に則した人員を確保して

いくことが、そういった継承をしっかりしていくこ

とに何よりもつながっていくのだろうというふうに

思っています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  そうですね。まず採用をきちんと

していくということが重要であることも、私はその

ように思います。 

 1 点確認をしたいのですが、先ほど私の本質の中

で数字を挙げましたが、次年度の採用としては 8名

が計画ということなのですが、予定をしている人員

に満たない採用者数となった場合に、これは計画で

毎年新規採用の計画が数字であるかと思うのですけ

れども、繰り越しといいますか、例えば仮にことし

10名のところを 8名しか採れなかった場合に、2名

次年度に回すですとか中途採用で回すとか、そう

いったやり方については可能なのかどうかをお聞き

します。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

をいたします。 

 来年度については若干名の採用を予定し、現在最

終的な事務手続等も進めているところであります。

当然、今までの職員採用の中でも本田議員がご指摘

にあったような事例というのはございました。その

中で、年度途中での採用ですとか、また人件費総体

で見たときに、流動的にそこを動かしていったとい

う事例はあります。 

 逆に、採用予定を前倒しして前年に採用したとい

う計画変更も今までございました。ですから、そこ

は何人必要だということに関して言えば、道も国も

計画抜本見直しにおいて同意をしている中身であり

ますので、その中である意味では泳いでいくという

か、計画を変更していくということは可能であろう

と思っています。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  まずは、予定をする人員の確保、

これは正規職員も臨時職員も含め、非正規職員の

方々も含めて採用していく方策をいろいろと手を尽

くしていただければというふうに思うところであり

ます。 

 これと関連もしてくるわけなのですが、業務のア

ウトソーシングに関する部分についてであります。 

 市民の人口が減っていくことにつれ、市の職員の

人数も今のままというわけにはいかない計画になっ

ていようかと思うのですが、ただそこに比例して仕

事量が減るかというと、なかなか難しい部分も市の

仕事としては抱えているかと思います。そういった

将来に備えて、可能な部分に関しては、今市が直営

でやっている業務に関して民間委託をするですとか、

というような手立てを早い段階で準備を進めるとい

うことも、市の職員の皆さんが働きやすい環境づく
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りの一つにもつながってくるのかなというふうに

思っているところであります。質問の中でも申し上

げましたが守秘義務の貫徹、これは非常に重要であ

ろうかと思うのです。そうなりますと、市で行って

いる業務の多くは個人情報がかかわってくる業務内

容になってこようかと思います。先ほど市長からの

お話もあったかと思うのですが、市営住宅の管理で

すとか、その辺の業務について、アウトソーシング

を検討するように指示を出していただいているとい

うことでありましたが、家賃の収納に関していえば

そこに個人情報が生まれてきますし、どのお宅が滞

納しているということも、この委託を受けた、アウ

トソーシングを仮にしたとすれば、その事業者さん

は把握し得るということを考えますと、全くもって

個人情報をその委託業者、民間に対して開示するわ

けではないという話ではないというふうに思うので

す。ちょっとないないでわかりづらいのですけれど

も、要は、逆に言いますとどの業務までであればア

ウトソーシングが可能だよねというような色分けと

いいますか、業務に関して、これは大丈夫だろうと、

これは難しいといった仕事の仕分けといいますか、

その辺はどこら辺まで検討されているのかお伺いし

たいと思います。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  本田議員の再質問にお答え

をいたしますが、アウトソーシングというのは、業

務を民間にお願いすることによって、人員的マンパ

ワーのそういったある意味では削減効果を狙うとい

うことのみではなくて、やはり市民の皆さんのサー

ビスにおける利便性でしたり、またそういったもの

を向上させていくということの一つの手法として、

さまざまな行政において取り組みを進めている部分

かと承知しています。 

 一方で夕張市の場合は、いわゆる民間の受け皿た

る、そういった企業が残念ながら大都市部と比較し

たときに少ない現状はあろうかというふうに思って

います。 

 我々は基本的に、アウトソーシングということを

ありきで考えているわけではなくて、まず一つは夕

張市役所内における業務の効率化がさらに図ること

ができないのか。それは今、ご質問の中にあった税

部門でも、例えば多くの方々がその税の業務にかか

わっておりますけれども、さらに効率的にそれを人

数が今よりも少ない中でできることはないのかとか、

そういったことを検討していく。その上で、市民の

方にご迷惑をおかけするようなことがあってはなり

ませんので、基本的にはサービスが利用者側もいい

なということも、両方にらんでやっていかなければ

いけないと思っています。その中の手法の一つがア

ウトソーシングなのだろうというふうに思っていま

す。 

こういった業務のいわゆるアウトソーシングにつ

いては、例えば水道の部分のＰＦＩ、こういったも

のであったり、財政再建計画または財政再生計画、

この中においても職員数が少ない中で、どう外部に

仕事をお願いしていくかということについては整理

をしたのです、1 回。ですから、そういった意味で

は北海道も国も含めた中で 2度ほどそういう意味で

は整理をしています。さらに、ほかの全国的な自治

体の状況を見ますと、アウトソーシングが進んでき

ているところだとか、または国がそういったものを

積極的にやっていきなさいというようなことを総務

省が一部言ったりということもあるのです。ですか

ら、そういった時代背景もある中で、どういった形

が我々行政体制側だけではなくて、市民の皆さんに

とっても利便性が向上していくのだろうという視点

も、あわせながら考えていくというのが基本になっ

てこようというふうに思います。そういう意味では、

先ほどの再質問でございますが、仕分けというので

すかね。これはできて、これはできないというのは

そういう計画変更の都度やってまいりまして、そこ

の部分で検討がなかなかできないような、でも可能

性はあるのではないかなというところを今、先ほど

申し上げたように住宅の部分であったり、それ以外

の業務の効率化の部分についても、10月の機構改正

にあわせて指示をしていくということです。 
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●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  よくわかりました。 

 今のお話の中で、市民のためにというところにつ

ながることが重要だといったお話もあったかと思う

のですけれども、例えば先ほど教育長のほうにお伺

いをしていました給食調理員の確保について言いま

しても、これも教育長も認識をされているというこ

とでしたが給食をとめてはならないと。食育の観点

からも、給食は何とか死守をしていということは私

も重要だと思っています。ただ、これもつくり手が

いなければ、どうしてもできないことになってくる

わけでして、そこを継続的に確保、担保するために

は、安定的な製造工程を実践できる団体でしたり、

というところが必要になってくるのだと思うのです。 

今の、先ほどの市長の答弁のお話でいくと、財政効

率が上がるという部分も国としては求める部分が当

然あるだろうと。ましてや、我々夕張市におきまし

ては、財政再生計画を何とかきちんと進めていくと

いうことが大前提にあるという中で、例えば給食調

理場をアウトソーシングした場合、私が考えるに、

一般論でいろいろ見たところによると、恐らくコス

トが上がってしまうということになるのです。今直

営でやっていれば、純粋に給食調理員の皆さんの人

件費ですとか、簡単な水道光熱費等々、必要最小限

の経費しかかからないところを、仮にこれをアウト

ソーシングしたとなると、これは市から支出する委

託料としては直営でやるよりも上がってしまうとい

う可能性が高いと思うのです。 

 ただ、子どもたちの給食を守るという観点からい

くと、多少経費が上がったとしてでもやらなければ

いけない、出さなければならないというときが来る

のではないかと私は考えるのですが、その点、市長

のお考えをお聞きします。 

●議長 厚谷 司君  市長。 

●市長 鈴木直道君  給食調理員のお話を例に出

しながら、その人材確保の難しさについてのご質問

かと思います。 

 さまざまな行政サービスを行っていく上において、

そのサービスを提供できないような体制になってし

まうことが一番避けなければならないことでありま

して、我々が計画を変更したときも財政の再建一辺

倒では、地域再生が両立できないのであるというこ

とで、その両立について変更を求めたわけでありま

して、まさに地域が再生していくためには安定的に 

行政サービスを提供していくことが何よりも必要不

可欠であるということで、今回の計画変更を行った

趣旨からすれば、そのサービスがとまることのなき

よう、安定した体制をつくっていくことに、しっか

りとした理由があるのであれば、そこはしっかりと

訴え、その体制を獲得していくということを目指し

て取り組んでいきたいと思います。 

●議長 厚谷 司君  再質問ございませんか。 

 本田議員。 

●本田靖人君  人材確保から、業務のアウトソー

シングまでいろいろとお話をお伺いしましたが、市

の職員の皆様が、非常に働きやすい環境の中で働い

ていただくことが我々市民の幸せにつながるという

ふうに私は考えているところであります。いろいろ

な手法があろうかと思いますが、ぜひいろいろな視

点を持ちながらご検討いただいて、市政を進めてい

ただければというふうに思います。 

 以上で、私の質問を終わります。 

●議長 厚谷 司君  以上で、本田議員の質問を

終わります。 

以上で、通告されました質問は全部終了いたしま

したので、日程第 1、一般質問はこれをもって終結

いたします。 

―――――――――――――――――――――――   

●議長 厚谷 司君  以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

本日は、これをもって散会いたします。  

―――――――――――――――――――――― 

午前  11時 37分 散会 
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